中越地震5年目の報告 : NIDと地域の関わり方 by 澤田 雅浩 et al.

























































































































名称 平成 16（2004）年 新潟県中越地震















避難者数 103,178 人（10 月 26 日）
仮設住宅 3,460 戸（最大時）

































































































設置市町 地域復興支援センター名称 設置人数（人） 設置年月日 設置主体
長岡市 長岡センター 7 2008. 4. 1 （財）山の暮らし再生機構
栃尾サテライト 2 2008. 4. 1
山古志サテライト 5 2008. 4. 1
小国サテライト 2 2008. 4. 1
十日町市 十日町市里山センター 4 2008. 7. 1
南魚沼市 南魚沼センター 4 2008. 4. 1
川口町 川口町地域復興支援センター 4 2007.11.21 川口町観光協会
小千谷市 小千谷復興支援室 12 2008. 5. 1 （財）小千谷市産業開発センター
魚沼市 魚沼市地域づくり振興公社 11 2008. 4. 1 （財）魚沼市地域づくり振興公社
設置状況（全体） 6 市町、9 センター、51 人
2008 年に中越防災安全推進機構が作成した復興に取り組む “人” フラッグ
地域復興支援員を始め、多くの “人” が復興を期につながり、支え合っている様子を伺う事ができる
野外での消火訓練　実習も含まれる





























　平成 16 年７月 13 日の新潟・福島豪雨水害以降、10 月 23 日

























































































































































































































































































り前のことであるが、きちんと “発注者（集落）” と “作り手（造
明治時代の洞門を遊歩道に整備した

































































































136　中越地震 5 年目の報告− NID と地域の関わり方−
■「震災復興トレッキングマップについて」
１. 作成の目的



























































































　　　　　  小千谷市浦柄  　　　　　　　   水害被害の様子（06/10/24）





























































































































































































































































































































































































































































































画【 第 二 次 】」






の 中 越 で、 発
信していくべ















　1995 年１月 17 日に発生した阪神・淡路大震災の復興には ､ 関
西のみならず全国の多数の大学が関わった。従事した人数は膨





　阪神・淡路大震災から 10 年後（正確には９年 10 ヵ月後）の

































澤 田 雅 浩 建築・環境デザイン学科准教授
石 塚 直 樹 社団法人中越防災安全推進機構　
 アーカイブス・メモリアルセンター　研究員
高 野 智 恵 社団法人中越防災安全推進機構　
 防災人材育成チーム　コーディネーター
日 野 正 基 中越復興市民会議　地域活動体験コーディネーター
西 澤 卓 也 （財）山の暮らし再生機構　地域復興支援センター
 小国サテライト　地域復興支援員
三　井　健 長岡造形大学　工房職員
阿 部 将 之 長岡造形大学　工房職員
春 日 惇 也 川口町地域復興支援センター　地域復興支援員
矢尾板和宣 bolt studio
大 嶋 奈 美 財団法人小千谷市産業開発センター
 地域復興支援員
筑 波 匡 介 社団法人中越防災安全推進機構
 アーカイブス・メモリアルセンター　研究員
平 井 邦 彦 建築・環境デザイン学科教授
本稿における主な活動地域
